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⚫国連大学グローバル・セミナー第35回湘南セッション

⚫インターン生が今年もきました！

⚫国連大学サステイナビリティ高等研究所

大学院プログラム入学式

「国連大学グローバル・セミナー
― 湘南セッション」は、地球規模の問題
およびその解決のために国連が果たす役割につ
いての学生の認識を高めることを目的として、
1985年から開催されています。本セッションは、
「GS湘南」という愛称で親しまれてきました。
本年のセッションは、日本の大学10校の協力と国
連大学協力会の支援のもと、国連大学サステイナ
ビリティ高等研究所（UNU-IAS）とかながわ国際交
流財団（KIF）が開催しました。

「国連大学グローバル・セミナー ― 第３５回湘南セッション」

～第35回湘南セッション～
グローバルな行動で 国際テロに立ち向かう

Global Actions Against International Terrorism

第35回GS湘南は「グローバルな行動で 国際テロに立ち向かう」とい
うテーマで、8月26日～8月29日の日程で開催されました。4日間行われ
たセッションには、国内の様々な大学から集まった学生や社会人合わ
せて91名が参加し、日英2か国語を使用した3泊4日の宿泊型で行われ
ました。
初日の基調講演では、宮坂直史氏（防衛大学校国際関係学科 教授）
が「国際テロリズム：歴史と展開」、高須司江氏（国連安全保障理事会テ
ロ対策委員会執行局上席法務官）が「グローバルなテロ戦略」という
テーマで講演されました。期間中は国内外の様々な分野からお招きした
講師陣の講義を受講、テロを取り巻く環境、国際協力、人権の問題など
について議論を重ね、そののち各グループに分かれての討論を行い、
意見交換をしながら学びを深めました。最終日には各グループがそれ
ぞれプレゼンテーションを行い、学習の成果を発表し、修了証が授与さ
れました。

化学兵器禁止機関技術事務局
戦略政策室上席政策担当官
Joseph Ballard氏の講義

グループディスカッションの様子



国連大学サステイナビリティ高等研

究所（UNU-IAS）の大学院プログラ

ムの入学式および国連大学短期集

中講座（ICコース）の開講式が9月3

日に行われました。

本年度は、12名（修士課程：9名博

士課程：3名）が大学院プログラムに

入学。これで在学生は修士課程22名、

博士課程13名となりました。

また、ICコースには、協定校（東京大

学および上智大学）の学生8名およ

び外部参加者6名を含む、計26名が

参加しました。

早稲田大学インターンシップ・公認プログラムWINの派遣により、中沢慧美さん（政治
経済学部3年）と藤原吏沙さん（創造理工学部3年）が国連大学協力会で二週間の研
修を行いました。研修生の二人は、メールマガジンの作成や書籍の宣伝などの広報業
務と、国連大学グローバル・セミナー湘南セッションの運営補助を経験。

初めてのことばかりで戸惑うことも
多かったようですが、国連機関での
業務を垣間見ることができ、各機関
で働く方々からキャリア形成の実体
験を伺う機会を得たことで、様々な
気づきのあった、有意義な二週間で
あったようです。
是非ここでの経験を将来に向けての
幅広い活動に活かして欲しいと思い
ます。お二人のさらなるご活躍を、
協力会一同応援しています。

国連大学協力会のホームページが新しくなりました。
スマートフォンやタブレットでも見やすく、写真や動画で活動を分かりやすく紹介しています。
ぜひご覧ください。

UNU-IAS 大学院プログラム入学式

インターン生が今年もきました！

ICコースは、ゲスト講師として国連の専門家をはじめとする幅広い分野の講師を招き、政策問題や実務的課題に

取り組みます。今年度の講座は以下の3つです。

1.国連システムと持続可能な開発

2.地球環境の変化とプラネタリー・バウンダリー

3.自然資本と生物多様性

現在、UNUの諸活動およびUNU-IASとその大学院の教育研究活動は、国連の2030アジェンダ（SDGs）に基づく目

標設定がなされており、国連および国際社会が抱える様々な地球規模課題の解決に大きな役割を担うことが期

待されています。

～グローバルセミナー湘南セッション～
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